
テーマ設定の理由：地方の人口減少をゆるやかにするため

【行政や地域、自分たちにできること】

<養父市の取り組み>

・古民家再生

～養父市ちょこっと田舎暮らし～

・1カ月単位で最大12カ月まで利用可能

・テレビ、洗濯機、冷蔵庫などの設備有り

・月額30,000円（光熱費込）

～移住支援制度～

・空き家バンク

・子育て、移住サポートセンター（平成30年2月設置）

・ちょこっと暮らし住宅

・空き家に付属している墓地を取得し、農業をはじめると最大10万円の補助

・新婚世帯…最大2年間で24万円の家賃を助成

・引っ越し代、敷金、礼金、仲介手数料…最大24万円の補助

・出産祝い…2020年4月28日以降に生まれた子供に対し、10万円

・保育料…第2子以降半額、第3子以降無料など

・新築建設…〔やぶ暮らし住宅支援制度〕養父市に定住する満40歳未満の者

延床面積75㎡以上の専用住宅を新築した場合、上限40万円

・中古購入…〔やぶ暮らし住宅支援制度〕養父市に定住する満40歳未満の者

延床面積75㎡以上、300万円以上の費用を要して空き家を購入した場合、上限30万円

～国家戦略特区～

国家戦略特区とは？

「世界で一番ビジネスをしやすい環境」を作ることを目的とし、

大胆な規制改革等を総合・集中的に実施する。（北九州市など10都市認定）

<養父市の取り組み>

・農業中心に改革

・農地取得下限面積10aに引き下げ

・空き家に付属する農地で1aから取得可能に

・農家レストラン→「中村屋」（全国展開済み）、空き家が旅館「大屋大杉」として再生

・農業面積が約5倍に…12.8ha（H27年）→46.6ha（H30年）

<提案>

～農家レストランに新しいカタチを！～

「キッチンカーで弁当を売る（都市部で）」

→農家レストランの存在を知ってもらうキッカケづくり

「1世帯家族が入れるキャンピングカー型レストランで観光ツアー」

・完全予約制でその日に採れた野菜で調理された料理が出てくる

・キャンピングカーごと県内、市内を観光ツアー

・1世帯限定で安全対策しやすく、お客様も安心

～少し大きい庭園・花園をつくる～

・自然が多い地域だからこそ自然を生かすべき

・老若男女、どんな世代でも訪れることができる

・話題性バツグン！ SNS映えしやすい
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「地域活性化」
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